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【公開日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-041
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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   59/14     　　　　
   Ｃ０９Ｋ    3/00     １０４Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月16日(2020.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（１）乃至式（４）で表される構造単位のうち、少なくとも１種の構造単位を有
する、重量平均分子量１，０００乃至５００，０００の重合体。
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【化１】

（式中、Ａ1及びＡ2はそれぞれ独立に水素原子又はヒドロキシ基を表し、且つ該Ａ1及び
Ａ2のうち少なくとも１つはヒドロキシ基を表し、２つのａはそれぞれ独立に０乃至３の
整数を表し、ｂは０乃至４の整数を表し、ｃは０乃至２の整数を表し、Ｘは芳香族環、脂
肪族環及び含窒素複素環からなる群から選択される環、エーテル結合、もしくはエステル
結合を含む２価の有機基、又は前記環もしくは炭素原子数１乃至６のアルキレン基及びエ
ーテル結合もしくはエステル結合を含む２価の有機基を表す。）
【請求項２】
　前記重合体の原料モノマーは、下記式（５ａ）又は式（５ｂ）で表される化合物及び下
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記式（６ａ）又は式（６ｂ）で表される化合物である、請求項１に記載の重合体。
【化２】

（式中、Ａ1、Ａ2、ａ、ｂ、ｃ及びＸは請求項１に記載の定義と同義である。）
【請求項３】
　前記式（６ａ）又は式（６ｂ）で表される化合物は、下記式（６－１）乃至式（６－５
）で表される化合物のうちいずれかである、請求項１又は請求項２に記載の重合体。
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【化３】

【請求項４】
　前記式（５ａ）で表される化合物が、ビスフェノール型エポキシ化合物、ビスフェノー
ル型エポキシ化合物の水素化物、ビスフェノール型エポキシ化合物の臭素化物、ポリアル
キレングリコールジグリシジルエーテル、グリシジルエステル型エポキシ化合物、グリシ
ジルエステル型エポキシ化合物の水素化物、含窒素複素環を有するエポキシ化合物、又は
ビスアリールフルオレン骨格を有するエポキシ化合物である、請求項１乃至請求項３のい
ずれか一項に記載の重合体。
【請求項５】
　さらに、下記式（７ａ）又は式（８ａ）で表される構造単位を有する、請求項１乃至請
求項４のいずれか一項に記載の重合体。
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【化４】

（式中、Ｘは請求項１に記載の定義と同義であり、Ｙ1は下記式（Ｉ）又は式（ＩＩ）で
表される２価の有機基を表す。）
【化５】

（式中、Ｚ1は２価の芳香族炭化水素基又は２価の脂肪族炭化水素基を表し、該２価の芳
香族炭化水素基又は２価の脂肪族炭化水素基は置換基としてヒドロキシ基を少なくとも１
つ有していてもよく、ｍ及びｎはそれぞれ独立に０又は１を表し、Ｚ2は単結合、スルホ
ニル基、スルフィド結合、エーテル結合、エステル結合、２価の芳香族炭化水素基、２価
の脂肪族炭化水素基、又は２価の芳香族炭化水素基と２価の脂肪族炭化水素基との組み合
わせを表し、該２価の脂肪族炭化水素基は水素原子の一部又は全部がフェニル基又はハロ
ゲノ基で置換されていてもよく、Ａｒ1及びＡｒ2はそれぞれ独立にフェニレン基又はナフ
チレン基を表し、該フェニレン基又はナフチレン基は置換基としてフェニル基、炭素原子
数１乃至６のアルキル基、ハロゲノ基、又は炭素原子数１乃至６のアルコキシ基を少なく
とも１つ有してもよい。）
【請求項６】
　さらに、下記式（７ｂ）又は式（８ｂ）で表される構造単位を有する、請求項１乃至請
求項４のいずれか一項に記載の重合体。

【化６】

（式中、Ｘは請求項１に記載の定義と同義であり、Ｙ2は下記式（ＩＩＩ）乃至式（Ｖ）
で表される２価の有機基のうちいずれかを表す。）
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【化７】

（式中、Ｒ1は炭素原子数１乃至６のアルキル基、炭素原子数３乃至６のアルケニル基も
しくはアルキニル基、フェニル基、又はベンジル基を表し、該フェニル基又はベンジル基
は置換基として炭素原子数１乃至６のアルキル基、ハロゲノ基、炭素原子数１乃至６のア
ルコキシ基、ニトロ基又はシアノ基を少なくとも１つ有していてもよく、Ｒ2及びＲ3はそ
れぞれ独立に水素原子、炭素原子数１乃至６のアルキル基、炭素原子数３乃至６のアルケ
ニル基もしくはアルキニル基、フェニル基、又はベンジル基を表し、該フェニル基又はベ
ンジル基は置換基として炭素原子数１乃至６のアルキル基、ハロゲノ基、炭素原子数１乃
至６のアルコキシ基、ニトロ基又はシアノ基を少なくとも１つ有していてもよい。）
【請求項７】
　下記式（１－６）で表される構造単位を有する、請求項１乃至請求項４のいずれか一項
に記載の重合体。

【化８】

【請求項８】
　下記式（１－６）及び下記式（７ａ－１）で表される構造単位を有する、請求項５に記
載の重合体。 
【化９】

【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の重合体を５０質量％以上含む紫外線吸収
剤。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の重合体のみからなる紫外線吸収剤。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の重合体を含有する樹脂組成物。
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【請求項１２】
　硬化剤をさらに含有する請求項１１に記載の樹脂組成物。
【請求項１３】
　前記硬化剤は多官能ブロックイソシアネート化合物である請求項１２に記載の樹脂組成
物。
【請求項１４】
　溶剤をさらに含有する請求項１１乃至請求項１３のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１５】
　波長３６５ｎｍでの透過率が７０％未満の紫外線吸収膜形成用樹脂組成物である請求項
１１乃至請求項１４のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１６】
　レンズ形成用樹脂組成物である請求項１１乃至請求項１４のいずれか一項に記載の樹脂
組成物。
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